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Slavicek	Concept（咬合学）を
ベースにした診査・診断の基本

ウィーン大学のR.	Slavicek教授とインスブルグ大学の
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えが提示した咬合理論である。本特集では、このオースト
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療の基本とその効果を、症例を交えて解説いただく。
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Slavicek Concept（咬合学）をベースにした診査・診断の基本

	 Slavicek	Conceptを		 	
	 治療のベースにする利点

　Slavicek Conceptの大きな利点としては、
臨床に直結したフィロソフィーである。とく
に、咬合平面と咬合高径の解析ができること
にある。これらの解析の結果、その患者の個々
の治療目標としての方向性や角度設定ができ
るようになる。その理由として咬合器、セファ
ログラム、下顎運動測定器の３つの検査項目
には、ある共通の基準平面（アキシスオルビ
タールプレーンもしくはフランクフルトプレ
ーン）を用いることによって、互換性のある
動的診断が行える。動的診断はダイナミック
スアプローチともいい、いわゆる静的な二次
元から三次元の動的診断が下顎運動測定器を
用いることによって可能となった。

　もう一つの利点として、これらの診断に
よって得られた情報を用いて治療を行うこと
によって、Longevity（動的長期安定性）が
得られやすいというものがある。それは、静
的なLong Term Stability（静的長期安定性）
とは違った概念であり、「生きている動的な
生体に調和した嚙み合わせとは何か？」を追
求した本コンセプトならではの結果である。
　最後に、症例の８年後の経過を示す（図11）。
患者は定期的なメインテナンスのために来院
している。６の遠心咬頭部位のセラミック修
復部にチッピングがあり、術前と同様の診査・
診断を行ったところ、特記する内容はなかっ
た。
　現在、患者は痛みや悩みなどなく、笑顔あ
る幸せな日々を過ごしている（図12）。

図�　患者と筆者。患者は痛
みから解放されて、笑顔ある
幸せな日々を過ごしている

図�　治療経過
a：抜歯後
b：矯正治療
c：矯正治療後の保定
d：補綴治療のための診断用ワッ
クスアップの作製
e：補綴治療後

d e
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図�　８年後の経過。咬合治療により、右側方のずれが是正され、顎がまっすぐに動くよ
うになった（a：赤丸部）

a：Pro-Re（前方後方運動） b：Open-Close（開閉口運動）

c：M-Right（左側方運動） d：M-Left（右側方運動）
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	 自分自身とスタッフ	 	 	
	 そしてスタッフの育成（栗林）

　Slavicek Conceptを学んだとき、「どのよ
うに患者に活かすのか？」という点が、気に
なった。 人が育つには、①自分が立てた目標、

②繰り返し行うことの２つが大事である。
　①を充実させるには、お手本を叩き台にし
て自分自身で気づきを得なければならない。
筆者もお手本であるSlavicek教授のもとに何
度も足を運んだ。もし、Slavicek Conceptに
興味をもたれた方は、まずは私か田嶋先生の
もとを訪ねることをお勧めする。
　②を充実させるために当院では、Talknote
という社内SNSサービスを活用している。患
者データやスタッフ育成のマニュアルが管理
されており、検索すればすぐにデータを引き
出せるため、反復するには最適である。そして、
視覚素材はゴールがイメージしやすく、上達
が早くなる。

	 咬合を学びたい方へのメッセージ	
	（田嶋）

　私は約７年間本場ヨーロッパ、ウィーンで
Slavicek教授から直接学んだことを、日常臨
床に落とし込んでいる。目の前の患者は骨格
関係、咬合関係、咬合平面、咬合高径、ガイ
ダンス、顎位のどこに問題があるかを診査
し、たいへん充実した毎日を過ごしている。
Slavicek教授のもとで得た経験は世界中の患
者に通用し、非常に良好な結果が得られるた
め、世界に通用する学問であると日々実感し

ている。
　これからは、手先の技術だけではなく本来
の意味で“患者と向き合い、寄り添う”とい
う医療人としての心構えが大切である。これ
を突き通すことにより、人生を通じて自分の
周りに本当の仲間が増えていくのである。わ
れわれのフィロソフィーともいえるSlavicek 
Conceptによって、歯科人生はよい方向へ向
かっていくと思われる。
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フロイデ・インターナショナル・
アカデミーのご案内

　わが国で Slavicek Concept を学ぶ場としてフ
ロイデ・インターナショナル・アカデミーがあり
ます。フロイデ（freude）とは、ドイツ語で“喜び”
を意味し、この場を通して歯科医療従事者である
仲間の皆様と歯科人生の“喜び”を分かち合いた
いと思います。
　「ベーシックコース」では、診査・診断方法や
Slavicek Concept の基本概念をお伝えしています。

◦
•コース内容：Slavicek 教授のセミナーを完全再

現したレッスン（実習も含む）全 6 回

 詳細はHP をご覧ください。
          HP：http://tajimadc.com/freude/


